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民生・児童委員担当区域（２２年１２月１日現在）

担　当　区　域氏　　名担　当　区　域氏　　名

南沢一丁目の全域鈴木久佐子

中
部
地
区
協
議
会

上の原一丁目１～３号棟欠　　員

東
部
地
区
協
議
会

南沢二丁目の全域欠　　員上の原一丁目４～５号棟欠　　員

南沢三丁目の全域欠　　員上の原一丁目６～１０号棟福 地 三 郎

南沢四～五丁目の全域池田美智子上の原二丁目全域鈴木しげ子

南町一丁目の全域村 上 恵 子神宝町一丁目の全域 堀　 和 子

南町二～四丁目の全域篠 宮 松 美神宝町二丁目の全域堀部規矩子
ひばりが丘団地６－１号～
７号、８－２号～４号、１８５号加 藤 啓 子金山町一丁目の全域西山久美子

ひばりが丘団地９～５１
号、１７１～１７３号欠　　員金山町二丁目の全域岡野美智子

主任児童委員田 中 直 子氷川台一丁目の全域松 本 隆 子

主任児童委員岸 由 利 子氷川台二丁目の全域島 崎 幸 子

前沢四丁目の全域欠　　員

西

部

地

区

協

議

会

東本町の全域深 海 和 子

前沢五丁目１～１９番白 築 純 子大門町一丁目の全域、
大門町二丁目１～８番後藤千賀子

前沢五丁目２０～３４番中 道 芳 子大門町二丁目９～１４番欠　　員

弥生一～二丁目の全域内 田 克 彦新川町一～二丁目の全域世木澤久美子

八幡町一丁目１～６番欠　　員浅間町一丁目の全域欠　　員

八幡町一丁目７～９番樋 沢 勝 代浅間町二丁目の全域加 藤 敬 子

八幡町二丁目の全域欠　　員浅間町三丁目１～１４番欠　　員

八幡町三丁目の全域對馬みつ子浅間町三丁目１５～３０番武 山 千 鶴
野火止一丁目の全域、
下里一丁目の全域島 蒼 勝 世主任児童委員内 田　  泉　

野火止二丁目の全域菅 原 真 弓主任児童委員大矢由紀子

野火止三丁目の全域欠　　員学園町一丁目の全域篠 宮　  勇　

中

部

地

区

協

議

会

下里二丁目の全域欠　　員学園町二丁目の全域欠　　員

下里三丁目の全域兒 山 き よ本町一丁目の全域松 蒼 洋 子
下里四丁目１番１～１５
号、２～４番赤樫冨美子本町二丁目の全域多功美千代

下里四丁目１番１６～２９号江刈内　史  本町三丁目の全域内 田 シ ゲ

下里四丁目１番３０～４１号欠　　員本町四丁目の全域 林　 敏 之

下里五～六丁目の全域欠　　員小山一丁目の全域西村より子

下里七丁目の全域戸 張 惠 子小山二～三丁目の全域小山扶美子

滝山一～二丁目の全域欠　　員小山四～五丁目の全域大 栗 泰 行

滝山三～四丁目の全域欠　　員幸町一丁目の全域欠　　員

滝山五丁目の全域鯨 岡 幸 子幸町二丁目、五丁目の全域横 山 正 弘

滝山六丁目１番欠　　員幸町三丁目の全域欠　　員

滝山六丁目２番佐々木由美子幸町四丁目の全域、
中央町六丁目の全域欠　　員

滝山六丁目３番大 屋 隆 司中央町一丁目の全域中 村 正 明

滝山七丁目の全域欠　　員中央町二丁目の全域欠　　員
柳窪一丁目の全域、
柳窪二丁目８～１６番佐 藤 清 子中央町三丁目の全域宮 田 敏 子

柳窪二丁目１～７番、
柳窪三丁目の全域奥 住 章 子中央町四丁目の全域渡 邊 淳 子

柳窪四～五丁目の全域奥 住 弘 子中央町五丁目の全域、
前沢一丁目の全域  林　 忠 男

主任児童委員田中美恵子前沢二丁目の全域欠　　員

主任児童委員佐 光 攝 子前沢三丁目の全域渡 邊 和 子

※欠員区域については福祉総務課福祉政策係緯４７０・７７４１へお問い合わせください。

　

通
勤
・
通
学
な
ど
で
東
久
留
米

駅
周
辺
の
市
営
自
転
車
等
駐
車
場

を
常
時
利
用
す
る
方
を
対
象
に
、

利
用
登
録
を
受
け
付
け
ま
す
。
現

在
登
録
さ
れ
て
い
る
方
も
、
新
た

に
手
続
き
が
必
要
で
す

　
【
ご
注
意
】東
久
留
米
駅
か
ら
直

線
に
し
て
７
０
０
㍍
以
内
の
自

宅
・
通
勤
・
通
学
先
の
方
は
申
し

込
み
が
で
き
ま
せ
ん

登
録
申
請
書
と 

要

項

の

配

布

　

次
の
場
所
で　

月　

日
（
月
）

１２

１３

か
ら
配
布
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

①
市
役
所
（
１
階
南
側
出
入
口

横
・
５
階
施
設
管
理
課
）

　

②
上
の
原
・
ひ
ば
り
が
丘
・
滝

山
の
各
連
絡
所

　

③
西
第
９
一
時
自
転
車
等
駐
車

場
お
よ
び
東
第
２
自
転
車
等
駐
車

場
　
【
配
布
時
間
】①
②
は
祝
日
と
年

末
年
始
を
除
く
平
日
の
午
前
８
時

半
～
午
後
５
時
。
③
は
年
末
年
始

を
除
く
毎
日
午
前
７
時
～
午
後
８

時
半申

請

方

法

　

登
録
要
項
に
従
っ
て　

月　

日

１２

１３

（
月
）
～　

年
１
月　

日
（
火
）

２３

１１

に
（
必
着
）、
〒
２
０
３
倆
８
５
５

５
、
市
役
所
施
設
管
理
課
管
理
調

整
担
当
あ
て
郵
送

ま
た
は
電
子
申
請

で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。
な
お
、

電
子
申
請
は　

年
２３

１
月　

日
（
火
）
午
後
５
時
ま
で

１１

受
け
付
ま
す
。

　

※
封
筒
に
は
登
録
者
本
人
の
郵

便
番
号
・
住
所
・
氏
名
を
記
入
の

上
、　

円
切
手
を
張
っ
た
返
信
用

８０

　

①
市
内
に
在
住
・
在
勤
の
方
②

普
通
自
動
車
運
転
免
許
取
得
後
３

年
以
上
の
方
③
日
常
運
転
を
し
て

い
る
方

　
【
受
講
料
】
無
料

　
【
内
容
】
講
義
、
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ

技
能
講
習
な
ど

　
【
ご
注
意
】①
運
転
実
習
は
Ａ
Ｔ

車
で
行
い
ま
す
②
運
転
練
習
を
目

的
と
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん

③
修
了
者
に
は
交

通
エ
コ
ロ
ジ
ー
・
モ

ビ
リ
テ
ィ
財
団
認

定
の
エ
コ
ド
ラ
イ

ブ
講
習
修
了
証
が

授
与
さ
れ
ま
す

　

申
し
込
み
は　
１２

月　

日
（
金
）
ま
で

２４
に
（
必
着
）、
は
が
き

ま
た
は
電
子
メ
ー

ル
で
、
件
名
を
「
エ

コ
ド
ラ
イ
ブ
受
講

希
望
」
と
明
記
し
て
、

受
講
希
望
日
時
・
氏
名
・
住
所
・

電
話
番
号
・
運
転
年
数
・
電
子
メ
ー

ル
ア
ド
レ
ス
（
あ
る
方
の
み
）
を

記
入
の
上
、
〒
２
０
３
倆
８
５
５

５
、
市
役
所
環
境
政
策
課
あ
て
郵

送
（
送
信
）
し
て
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
同
課
緯
４
７
０
・
７

７
５
３
へ
。

　

申
請
方
法
な
ど
、
詳
細
は
「
平

成　

年
度
自
転
車
等
駐
車
場
利
用

23
登
録
申
請
要
項
｣
を
参
照
し
て
く

だ
さ
い
。

買
い
物
な
ど
で
時
 々

駐
車
場
ご
利
用
の
方

　

西
第
９
・
東
第
９
一
時
駐
車
場

お
よ
び
西
武
鉄
道
な
ど
の
民
間
の

一
時
利
用
駐
車
場
を
ご
利
用
く
だ

さ
い
（
上
図
参
照
）。

　

利
用
料
金
は
、
西
第
９
一
時
は

自
転
車
が
一
般
１
０
０
円
・
学
生

等　

円
、
原
付
バ
イ
ク
が
一
般
２

５０
０
０
円
・
学
生
等
１
０
０
円
で
す
。

　

な
お
、
東
第
９
は
機
械
化
式
の

た
め
、
自
転
車
１
０
０
円
・
原
付

２
０
０
円
で
、
学
割
が
あ
り
ま
せ

ん
。
ま
た
、
西
武
鉄
道
な
ど
の
民

間
一
時
利
用
駐
車
場
は
学
割
が
な

い
ほ
か
、
各
駐
車
場
に
よ
っ
て
時

間
ご
と
の
利
用
料
金
や
、
駐
車
可

能
な
車
種
が
異
な
り
ま
す
の
で
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
【
ご
注
意
】東
久
留
米
駅
周
辺
は
、

自
転
車
等
放
置
禁
止
区
域
に
指
定

さ
れ
て
い
ま
す（
上
図
参
照
）。
自

転
車
等
駐
車
場
や
徒
歩
、
バ
ス
な

ど
の
利
用
に
ご
協
力
お
願
い
し
ま
す

　

詳
し
く
は
同
担
当
☎
４
７
０
・

７
７
６
４
へ
。

　

市
で
は
都
と
連
携
し
、
地
球
温

暖
化
対
策
の
一
環
と
し
て
自
動
車

か
ら
排
出
さ
れ
る
二
酸
化
炭
素
を

削
減
す
る
た
め
、
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ

教
習
会
を
実
施
し
ま
す
。
エ
コ
な

運
転
は
安
全
運
転
に
も
つ
な
が
り

ま
す
。
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　
【
日
時
】①　

年
１
月　

日（
水
）

２３

１２

午
前
９
時
～
正
午
②
同
日
午
後
２

時
～
５
時
③
１
月　

日
（
日
）
午

１６

後
２
時
～
５
時
（
終
了
時
刻
は
予

定
）

　
【
募
集
人
員
】
①
②
が
各
９
人
、

③
が
６
人
（
応
募
者
多
数
の
場
合

は
抽
選
）

　
【
会
場
】東
久
留
米
自
動
車
教
習

所
（
本
町
１
ノ　

ノ　

）

１６

４５

　
【
対
象
】次
の
要
件
を
す
べ
て
満

た
す
方

　
　

月
１
日
に
民
生
・
児
童
委
員

１２
の
一
斉
改
選
が
行
わ
れ
、　

人
の

５５

方
が
厚
生
労
働
大
臣
か
ら
委
嘱
さ

れ
ま
し
た
。

　

民
生
委
員
は
高
齢
者
世
帯
や
障

害
者
世
帯
、
子
育
て
世
帯
な
ど
の

福
祉
に
関
す
る
相
談
に
応
じ
、
必

要
に
よ
っ
て
福
祉
事
務
所
や
児
童

相
談
所
な
ど
の
関
係
行
政
機
関
へ

橋
渡
し
を
行
っ
て
い
ま
す
。
民
生

委
員
は
児
童
委
員
も
兼
ね
、
そ
の

内
、
児
童
福
祉
を
専
門
に
担
当
し

て
い
る
主
任
児
童
委
員
が
い
ま
す
。

　

高
齢
者
の
介
護
や
障
害
者
の
自

立
、
子
ど
も
の
い
じ
め
や
虐
待
な

ど
、
福
祉
ニ
ー
ズ
は
量
的
に
も
質

的
に
も
変
化
し
、
援
助
を
必
要
と

す
る
方
は
年
々
増
加
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
も
利
用
者

自
ら
が
選
択
、
利
用
す
る
仕
組
み

に
転
換
し
て
い
ま
す
。
ニ
ー
ズ
に

合
っ
た
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
選
択
・

利
用
で
き
る
よ
う
市
民
の
相
談
に

応
じ
、
必
要
な
情
報
を
提
供
し
援

助
す
る
こ
と
も
、
民
生
・
児
童
委

員
の
職
務
の
一
つ
で
す
。

　

民
生
・
児
童
委
員
は
、「
民
生
委

員
法
」
に
よ
り
守
秘
義
務
が
課
せ

ら
れ
て
い
ま
す
。
相
談
内
容
や
個

人
情
報
が
漏
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
。
安
心
し
て
ご
相
談
く
だ
さ

い
。お

疲
れ
さ
ま
で
し
た

　

長
年
に
わ
た
り
地
域
福
祉
の
向

上
に
ご
尽
力
い
た
だ
い
た
次
の
方

が
退
任
さ
れ
ま
し
た
。

　
【
退
任
さ
れ
た
委
員（
敬
称
略
）】

玉
木
ト
ミ
子
（
金
山
町
）、
本
間
加

代
子
（
氷
川
台
）、
山
本
和
子
（
東

本
町
）、
大
谷
益
美
（
大
門
町
）、

山
本
ま
さ
子
（
大
門
町
）、
福
田
惺

子
（
浅
間
町
）、
佐
野
陽
子
（
浅
間

町
）、
兵
藤
美
佐
子
（
浅
間
町
）、

伊
藤
哲
行
（
本
町
）、
小
山
典
子

（
小
山
）、
守
谷
淑
子
（
小
山
）、

當
麻
イ
セ
子
（
幸
町
）、
當
麻
美
代

子
（
幸
町
）、
野
村
と
し
子
（
幸
町
）、

白
山
サ
チ
（
中
央
町
）、
原
佳
子

（
前
沢
）、
中
山
君
子
（
前
沢
）、

堀
内
優
（
南
沢
）、
杉
井
ヤ
ヨ
イ

（
野
火
止
）、
濵
中
和
子
（
下
里
）、

原
ふ
じ
子
（
下
里
）、
杉
山
由
紀
子

（
滝
山
）、
仲
俣
泰
子
（
滝
山
）、

木
子
律
子
（
滝
山
）、
宮
里
博
美

（
滝
山
）、
関
紀
子
（
滝
山
）、
平

山
桂
子
（
滝
山
）、
奥
住
喜
美
子

（
柳
窪
）

　

詳
し
く
は
福
祉
総
務
課
緯
４
７

０
・
７
７
４
１
へ
。

組
み
方
法
に
つ
い
て
検
討
を
図
る

た
め
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
い

ま
し
た
（
回
答
数
１
２
８
２
人
、

回
収
率　
・
２
㌫
）。

６８

　

ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
結
果
の
一
部
は
、

下
表
を
ご
覧
く
だ

さ
い
（
全
調
査
結

果
は
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
）。
調
査
に
ご
協
力
頂
き

ま
し
て
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

　

市
で
は
、　

年
度
に
市
民
・
地

１７

域
・
行
政
が
協
働
し
て
健
康
づ
く

り
に
取
り
組
む
指
針
と
し
て
健
康

増
進
計
画
「
わ
く
わ
く
健
康
プ
ラ

ン
東
く
る
め
（　

年
度
～　

年

１８

２７

度
）」
を
策
定
し
、
健
康
づ
く
り
推

進
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
の
た
び
同
計
画
の
推
進
に
向

け
て
、
５
年
目
の
中
間
時
点
に
お

け
る
各
目
標
の
達
成
状
況
や
こ
れ

ま
で
の
推
進
活
動
に
つ
い
て
分
析

を
行
い
、
今
後
の
効
果
的
な
取
り

封
筒
を
同
封
し
て
く
だ
さ
い
。

　

電
子
申
請
の
方
は
電
子
結
果
通

知
に
よ
り
、
返
信
用
封
筒
を
郵
送

し
て
く
だ
さ
い
。

利
用
登
録
決
定

　

希
望
す
る
駐
車
場
が
登
録
可
能

台
数
を
超
え
た
場
合
は
、
抽
選
で

決
定
し
ま
す
。
登
録
決
定
後
の
手

続
き
は
、
決
定
通
知
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

2233年度市営自転車年度市営自転車等等
駐車場の利用登駐車場の利用登録録
受付期間受付期間はは１２月１３１２月１３日日（月）（月）〜〜
２３年１月１１２３年１月１１日日（火）（火）　　　　

エコで安全な運転を

民生・児童委員
55人が委嘱されました

し
た
。

健
康
づ
く
り
に
向
け
た

主
な
取
り
組
み

◎
高
齢
期

　

前
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
よ
り
、

心
身
の
健
康
を
維
持
し
、
閉
じ
こ

も
り
の
予
防
が
必
要
と
い
う
こ
と

が
課
題
に
上
が
り
、供
ま
ず
は
一

歩
を
踏
み
出
そ
う
僑「
わ
く
わ
く
健

康
サ
ロ
ン
」
を
実
施
し
ま
し
た
。

サ
ロ
ン
で
は
、
輪
投
げ
や
民
謡
を

楽
し
ん
で
も
ら
い
、
サ
ー
ク
ル
情

報
を
お
伝
え
し
て
い
ま
す
。「
新

し
い
こ
と
に
挑
戦
し
た
い
方
」「
地

域
の
活
動
に
参
加
し
て
い
る
方
」

が
増
え
る
よ
う
に
市
内
各
所
で
活

動
し
て
い
ま
す
。

◎
青
・
壮
年
期

　

健
診
は
明
る
い
未

来
の
応
援
団
と
し
て

「
わ
く
わ
く
健
診
応

援
隊
」
の
活
動
を
実

施
し
ま
し
た
。

　

健
康
づ
く
り
推
進

員
が
、
市
の
実
施
し

て
い
る
が
ん
検
診
を

ポ
ス
タ
ー
や
チ
ラ
シ

で
Ｐ
Ｒ
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
秋
の
女
性
の

が
ん
検
診
実
施
時
に

は
、
ピ
ン
ク
リ
ボ
ン

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
と
し

て
、
市
内
各
所
で
広

報
活
動
を
行
っ
て
き

ま
し
た
。

◎
学
童
・
思
春
期

　
「
た
ば
こ
を
吸
わ

な
い
・
吸
わ
せ
な
い
」

を
テ
ー
マ
に
、「
禁

煙
キ
ャ
ラ
バ
ン
わ
く

わ
く
」
と
し
て
防
煙

教
育
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
具
体
的
に

は
、
市
内
の
児
童
館

で
幼
児
と
保
護
者
を
対
象
に
紙
芝

居
を
し
た
り
、
小
学
校
で
は
紙
芝

居
と
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

　

小
学
生
か
ら
は
「
自
分
は
吸
わ

な
い
」「
親
に
た
ば
こ
を
や
め
て
も

ら
い
た
い
」「
体
に
悪
い
た
ば
こ
が

ど
う
し
て
あ
る
の
？
」
な
ど
、
た

く
さ
ん
の
意
見
が
聞
か
れ
ま
す
。

禁
煙
キ
ャ
ラ
バ
ン
わ
く
わ
く
で
は

「
た
ば
こ
の
害
」
を
よ
り
分
か
り

《
お
わ
び
と
訂
正
》

　

広
報　

年　

月
１
日
号
４

２２

１２

面
で
お
知
ら
せ
し
ま
し
た　
２２

年
度
上
半
期（
４
月
～
９
月
）

に
お
け
る
市
の
財
政
状
況
で
、

市
有
財
産
の
状
況（
現
在
高
）

の
表
中
、「
物
品
（
自
動
車
や

地
域
防
災
無
線
な
ど
）」の　
２２

年
９
月
末
が
６
８
６
点
と
表

記
し
ま
し
た
が
、
正
し
く
は

６
９
６
点
で
し
た
。

　

お
わ
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

（
中
間
）実
態
調
査
報
告
が
ま
と
ま
り
ま
し
た

や
す
く
こ
れ
か
ら
も
伝
え
て
い
き

ま
す
。

　

今
後
も
健
康
づ
く
り
推
進
部
会

　

毎
年
恒
例
の
消
防
出
初
式
を
二

部
構
成
で
行
い
ま
す
。

　
【
日
時
な
ど
】　

年
１
月
７
日

２３

（
金
）。
第
一
部
（
式
典
）
は
午
前

　

時
か
ら
。
第
二
部
は
午
前　

時

１０

１１

ご
ろ
か
ら
消
防
基
本
操
法
な
ど
、

正
午
ご
ろ
か
ら
消
防
車
両
の
パ

レ
ー
ド
（
進
行
状
況
に
よ
り
、
時

間
は
多
少
前
後
し
ま
す
）

　
【
会
場
】
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

　
【
内
容
】
第
一
部
（
式
典
）
＝
市

民
の
生
命
財
産
を
災
害
か
ら
守
る

た
め
に
、
職
業
を
持
ち
な
が
ら
日

夜
活
動
し
て
い
る
消
防
団
員
の
永

年
勤
続
表
彰
と
退
団
者
へ
の
感
謝

状
が
贈
呈
さ
れ
ま
す
▼
第
二
部

（
消
防
基
本
操
法
・
消
防
車
両
の

パ
レ
ー
ド
）
＝
午
前　

時
ご
ろ
か

１１

ら
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
前
の
道
路

に
お
い
て
、
消
防
基
本
操
法
や
ポ

ン
プ
車
点
検
な
ど
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
正
午
ご

ろ
か
ら
生
涯
学

習
セ
ン
タ
ー
～

東
久
留
米
駅
西

口
の
区
間
で
消
防
車
両
の
パ
レ
ー

ド
を
行
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ

さ
い
。
な
お
、
パ
レ
ー
ド
は
交
通

規
制
・
規
則
に
従
っ
て
行
い
ま
す
。

　
【
ご
注
意
】
出
初
式
の
当
日
は
、

午
前
７
時
に
開
催
を
告
げ
る
サ
イ

レ
ン
が
市
内
一
斉
に
鳴
り
ま
す
。

火
災
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
防
災
防
犯
課
（
内
線

２
２
２
５
）
へ
。

①高齢期
２２年度１８年度指標項目

男９４.６%  女９５.３%男９１.６%  女９５.０%毎日朝食を食べている食事
男４５.４%  女４５.３%男３７.０%  女３６.７%一緒に運動をする人がいる運動
男５０.７%  女５３.２%男４９.６%  女５９.０%新しいことに挑戦したい社会

参加 男２９.２%  女４２.２%男２４.３%  女３３.１%地域の活動に参加している

②青・壮年期（２０歳～６４歳）
２２年度１８年度指標項目

男  ７.１%  女  ８.２%男  ６.２%  女  ８.３%主食・主菜・副菜をそろえた食事をしている食事

男４１.５%  女３９.０%男３７.７%  女３３.８%一日３０分以上で週２回以上ウオーキング
（運動）している運動

男７８.８%  女７２.３%男６８.５%  女４７．９%年１回健診を受けている
健康
管理 男５０.４%  女４３.４%男４９.２%  女４５.６%検診を受けるように家族や周囲の人が勧

めたり協力したりする

③学童・思春期
２２年度１８年度指標項目

小親：男３２.１%　女３１.４%
中　：男　６.７%　女　３.５%
思春：男　０.０%　女　０.０%

小親：男１９.９%　女２０.５%
中   ：男　５.８%　女　２.７%
思春：男　５.６%　女　２.２%

地域で食について学習する機会があ
る子の割合（小親・中・思春）食事

小　：男９６.８%　女９６.１%
中　：男８５.０%　女９２.２%
思春：男９０.０%　女８５.７%

小　：男９４.７%　女９７.０%
中　：男８６.８%　女９７.２%
思春：男８５.２%　女７６.０%

夢中になってできるものがある子の
割合（小・中・思春）運動

小　：男９４.６%　女９４.１%
中　：男７０.０%　女９０.４%

小　：男９５.３%　女９６.５%
中　：男７６.９%　女９２.７%

たばこ・酒は体によくないことを
知っている子の割合（小・中）

たばこ
思春：男９７.５%　女９８.０%思春：男９４.４%　女９５.７%たばこは体によくないことを知って

いる子の割合（思春）
※小親＝小学５年生の親、小＝小学５年生、中＝中学校２年生、思春＝１６歳～１９歳

で
は
、
各
世
代
の
市
民
の
健
康
推

進
に
向
け
て
の
活
動
を
行
っ
て
い

き
ま
す
。

　

詳
し
く
は
健
康
課
緯
４
７
７
・

０
０
２
２
へ
。

わくわく健康プラン東くるめ（中間）実態調査結果の一部

わ
く
わ
く
健
康
プ
ラ
ン
東
く
る
め

６カ月間（４/１～９/３０）１年間（４/１～３/３１）
種　別

学生等一 般学生等一 般

６,１２０円１０,２００円１２,２４０円２０,４００円自転車

７,５６０円１２,６００円１５,１２０円２５,２００円原動機付自転車

申請件数収納可能台数
区　分

原動機付自転車自転車原動機付自転車自転車
５４台３３４台８１台７０２台東第２（２階建）

３８台５４７台２０台３２８台東第６

８６台３３２台６１台６０２台西第４

─７１５台─３７６台西第８

─７９６台─６２２台西第９

１３台８台７１台３８４台西第１０

（参考用）２２年度における第１希望の利用登録申請状況

市営自転車等駐車場使用料

～申請は郵送または電子申請で～申請は郵送または電子申請で～～

エコドライブ教習エコドライブ教習会会
参加者を募集しま参加者を募集しますす

◆環境政策課メールアドレス
kankyoseisaku@city.higashikurume.lg.jp

市営自転車等駐車場と放置禁止区域

東9東9東9

（定期利用専用）（定期利用専用）（定期利用専用）

N

東９一時利用
専用（機械式。
自転車、原付）

（一時利用専用。自転車、原付）（一時利用専用。自転車、原付）（一時利用専用。自転車、原付）
西9一時西9一時西9一時

バイクバイクバイクバイクバイクバイクバイクバイク

が自転車等放置禁止区域です

式
典
や
消
防
車
両
の
パ
レ
ー

式
典
や
消
防
車
両
の
パ
レ
ー
ドド

会
員
募
集

　

◆
水
泳
・
水
中
ウ
オ
ー

キ
ン
グ
（
東
久
留
米
市
水

泳
連
盟
）　

毎
週
①
月
曜

～
水
曜
日
と
金
曜
日
が
柳

泉
園
グ
ラ
ン
ド
パ
ー
ク
②

月
曜
・
木
曜
・
金
曜
日
が

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
で
。

会
費
１
回
７
５
０
円
と
連

盟
会
費
月
１
０
０
円
を
年

３
回
に
分
け
て
納
入
。　
１６

歳
～　

歳
の
方
。
詳
し
く

７０

は
山
下
緯
４
７
８
・
８
４

３
９
（
午
前
９
時
～
午
後

６
時
）
へ
。

　

◆
琴
伝
流
大
正
琴　

和

（
な
ご
み
）
会　

月
２
回
。

第
１
・
第
３
月
曜
日
が
中

央
町
地
区
セ
ン
タ
ー
、
第

２
・
第
４
木
曜
日
が
八
幡

町
地
区
セ
ン
タ
ー
で
。
い

ず
れ
も
午
前　

時
～
正
午
。

１０

会
費
月
３
０
０
０
円
。
初

心
者
歓
迎
。
詳
し
く
は
安

中
（
あ
ん
な
か
）
緯
４
７

２
・
５
２
４
３
へ
。

　

◆
居
合
道（
正
剣
會〈
せ

い
け
ん
か
い
〉）　

土
曜
・

日
曜
日
の
午
後
４
時
半
～

６
時
半
、
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー
ほ
か
で
。
入
会
金
１

０
０
０
円
。
会
費
月
１
５

０
０
円
。　

歳
以
上
で
長

１８

期
続
け
ら
れ
る
方
。
初
心

者
歓
迎
。
詳
し
く
は
早
乙

女
（
さ
お
と
め
）
緯
４
７

１
・
４
５
２
０
へ
。

　

◆
俳
句
会
（
繪
〈
え
〉

硝
子
俳
句
会
）　

毎
月
第

１
水
曜
・
第
３
金
曜
日（
第

４
土
曜
日
は
初
心
者
）、

成
美
教
育
文
化
会
館
で
。

会
費
１
回
１
０
０
０
円
。

経
験
不
要
。
詳
し
く
は
吉

田
緯
４
７
３
・
４
０
８
１

へ
。

　

◆
水
墨
画
教
室
（
く
る

め
水
墨
画
）　

毎
月
第
１
・

第
３
木
曜
日
の
午
前　

時
１０

～
正
午
、
中
央
町
地
区
セ

ン
タ
ー
で
。
会
費
月
１
５

０
０
円
。
日
本
水
墨
画
協

会
会
員
講
師
に
よ
る
指
導
。

初
心
者
歓
迎
。
詳
し
く
は

朝
倉
緯
４
７
１
・
０
３
３

４
へ
。

　

◆
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

（
ウ
イ
ン
グ
ス
）　

毎
週

火
曜
・
金
曜
日
の
午
前　
１０

時
～
正
午
、
滝
山
球
場
、

南
町
運
動
広
場
で
。
会
費

月
６
０
０
円
。
詳
し
く
は

金
子
緯
０
９
０
・
９
８
５

８
・
３
３
７
３
へ
。

　

◆
懐
か
し
の
歌
と
お
喋

（
し
ゃ
べ
り
）
り
会　

毎

月
第
３
水
曜
日
の
午
後
２

時
～
４
時
、
都
営
大
門
二

丁
目
ア
パ
ー
ト
集
会
所
で
。

会
費
月
１
０
０
円
。
ア

コ
ー
デ
ィ
オ
ン
に
合
わ
せ

て
歌
い
、
気
軽
に
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
。
詳
し

く
は
一
政
（
い
ち
ま
さ
）

緯
４
７
７
・
８
３
２
１（
夜

間
）
へ
。

　

◆
カ
ラ
オ
ケ
（
さ
つ
き

会
）　

月
３
回
。
金
曜
日

午
後
４
時
～
７
時
、
生
涯

学
習
セ
ン
タ
ー
で
。
入
会

金
１
０
０
０
円
。
会
費
月

１
０
０
０
円
。
見
学
自
由
。

詳
し
く
は
金
子
緯
４
７

７
・
６
８
６
６
へ
。

　

◆
手
作
り
男
料
理
教
室

（
ア
ラ
イ
グ
マ
の
会
）　

月
１
回
。
午
前
９
時
半
～

午
後
２
時
ご
ろ
、
生
涯
学

習
セ
ン
タ
ー
で
。
入
会
金

１
０
０
０
円
。
会
費
月
７

０
０
円
。　

歳
以
上
の
方
。

６５

初
心
者
歓
迎
。
詳
し
く
は

鎗
田
（
や
り
た
）
緯
４
７

３
・
１
３
０
２
へ
。

催

し

　

◆
第　

周
年
記
念
あ
じ

１５

さ
い
公
園
新
春
の
集
い

（
あ
じ
さ
い
公
園
手
づ
く

り
盆
踊
り
の
会
）　　

年
２３

１
月
９
日
（
日
）
午
前　
１０

時
～
午
後
零
時
半
、
あ
じ

さ
い
公
園（
滝
山
三
丁
目
）

で
。
参
加
費
無
料
。
新
春

を
祝
い
、
虎
舞
（
と
ら
ま

い
）
や
餅
つ
き
音
頭
を

踊
っ
て
地
域
親
交
を
図
り

ま
す
。
詳
し
く
は
室
井
緯

４
７
１
・
３
７
２
６
へ
。

　

◆
み
ん
な
の
う
た
ご
え

喫
茶（
う
た
の
広
場
の
会
）

　
　

年
１
月　

日
（
祝
）

２３

１０

午
後
２
時
～
４
時
、
市
役

所
１
階
屋
内
ひ
ろ
ば
で
。

参
加
費
３
０
０
円
（
ケ
ー

キ
、
紅
茶
、
貸
し
出
し
歌

集
代
）。
定
員
１
０
０
人
。

詳
し
く
は
小
坂
緯
４
７

７
・
４
７
７
１
へ
。

　

◆
パ
ソ
コ
ン
勉
強
会

（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
東
久
留
米

ふ
れ
あ
い
の
街
）　　

月
１２

　

日
・　

日
の
い
ず
れ
も

１８

２５

土
曜
日
午
前　

時
か
ら
、

１０

ふ
れ
あ
い
交
流
セ
ン
タ
ー

（
滝
山
中
央
通
り
沿
い
）

で
。
参
加
費
１
回　

歳
以

６５

上
２
０
０
０
円
、　

歳
以

８０

上
１
５
０
０
円
。
別
途
資

料
代
な
ど
３
０
０
０
円

（
初
回
の
み
）。
テ
ー
マ

は
「
す
ぐ
で
き
る
年
賀
状

作
り
」。
高
齢
者
歓
迎
。

要
予
約
。
詳
し
く
は
伊
藤

緯
４
７
８
・
３
７
７
４
へ
。

　

◆
う
た
ご
え
（
う
た
ご

え
広
場
）　　

月　

日

１２

２４

（
金
）
午
後
７
時
か
ら
、

市
役
所
１
階
屋
内
ひ
ろ
ば

で
。
参
加
費
２
０
０
円

（
歌
集
・
飲
み
物
付
き
）。

毎
年
恒
例
の
地
元
野
菜
の

ビ
ン
ゴ
を
行
い
ま
す
。
詳

し
く
は
椙
山（
す
ぎ
や
ま
）

緯
４
７
２
・
５
４
６
９
へ
。

　

★
所
定
の
用
紙
（
企
画
調
整
課
秘
書
広
報
担
当

〈
市
役
所
４
階
〉
で
配
布
）
に
必
要
事
項
を
記
入

の
上
、
同
担
当
窓
口
で
申
し
込
み
を
し
て
く
だ
さ

い
　

★
締
め
切
り
は
、
発
行
日
の　

日
前
（
閉
庁
日

２０

に
当
た
る
場
合
は
次
の
開
庁
日
）
で
す

　

★
「
会
員
募
集
」
は
毎
号　

件
ま
で
、「
催
し
」

１８

は
毎
号　

件
ま
で
、
先
着
順
に
受
け
付
け
ま
す

１２

　

★
掲
載
回
数
は
、
１
団
体
に
つ
き
「
会
員
募
集
」

「
催
し
」
を
合
わ
せ
て
１
年
度
に
４
回
ま
で
で
す

　

★
同
一
団
体
の
掲
載
は
「
会
員
募
集
」「
催
し
」

の
別
に
関
係
な
く
、
同
一
年
度
に
お
い
て
広
報
紙

３
号
以
上
間
隔
を
空
け
て
く
だ
さ
い

　

★
原
則
と
し
て
市
内
で
活
動
す
る
団
体
で
、
連

絡
先
の
方
が
市
内
在
住
の
場
合
に
掲
載
し
ま
す
。

野
外
活
動
中
心
の
場
合
を
除
き
、
市
外
で
活
動
す

る
団
体
の
会
員
募
集
は
で
き
ま
せ
ん

　

★
講
師
や
指
導
者
に
よ
る
生
徒
募
集
は
掲
載
で

き
ま
せ
ん

　
【
ご
注
意
】　

月
９
日
現
在
、　

年
１
月
７
日
号

１２

２３

掲
載
予
定
の
「
催
し
」
は
、
掲
載
件
数
（　

件
）

１２

に
達
し
た
た
め
受
け
付
け
を
終
了
し
て
い
ま
す

　

詳
し
く
は
同
担
当
緯
４
７
０
・
７
７
０
８
へ
。

「
市
民
伝
言
板
」
利
用
案
内

　

年
度
下
半
期
分（　

年
４
月
１
日

２２

２３

号
ま
で
の
掲
載
分
）を
受
け
付
け
中

身近な地域福祉の相談役


